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か
も
め
分
教
室
で
は
、
中
学
部
二

名
、
高
等
部
三
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

四
月
十
八
日
に
入
学
を
祝
う
会
が
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り

お
し
ゃ
れ
を
し
て
、
盛
大
な
拍
手
の

中
を
入
場
し
、
呼
名
に
し
っ
か
り
と

返
事
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
明
る
く

爽
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
は
、
ご
列
席
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
入
生
男
子
五
名
も
新
し
い
学
部

で
の
学
習
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、
だ

ん
だ
ん
と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ

て
下
さ
い
。
（
か
も
め
分
教
室
）

平
成
三
十
年
四
月
三
日

（
火
）
、
今
年
度
は
二
名
の

新
乳
園
児
を
迎
え
、
入
園
式

が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
お
友
達
と
仲
良
く

な
る
た
め
、
み
ん
な
一
緒
に

「
何
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
で

遊
び
ま
し
た
。
マ
ー
ク
が
取

れ
な
か
っ
た
子
は
、
中
央
で

「
好
き
な
も
の
」
や
「
お
出

か
け
ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
の
質

問
に
答
え
て
、
順
番
に
少
し

ず
つ
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
で
は

勝
っ
た
子
を
先
頭
に
、
長
～

い
列
車
に
な
っ
て
、
ぐ
る
ぐ

る
回
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
午

後
は
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
を
行
い
、

お
友
達
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

な
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
乳
幼
児
通
所
）

平
成
三
十
年
六
月
七
日

（
木
）
、
八
日
（
金
）
の
二

日
に
分
か
れ
て
、
春
バ
ス
ハ

イ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
成
人
通
所
の
利
用
者
と

一
緒
に
、
ア
ク
ア
パ
ー
ク
品

川
へ
行
き
ま
し
た
。
行
き
の

バ
ス
か
ら
ド
キ
ド
キ
！
到
着

し
て
す
ぐ
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
イ

ル
カ
や
く
じ
ら
の
迫
力
満
点

の
ジ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
海
中
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

て
エ
イ
の
お
腹
を
見
た
り
、

ク
ラ
ゲ
と
光
の
水
槽
を
触
っ

て
見
た
り
・
・
お
土
産
も
た

く
さ
ん
買
っ
て
大
満
足
で
し

た
。
（
通
所

乳
幼
児
担
当
）

平
成
三
十
年
四
月
二
十
八

日
（
土
）
に
移
動
水
族
館
の

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
三
ヶ

月
前
に
申
込
み
こ
の
日
の
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。
駐
車
場

の
う
み
く
る
号
（
展
示
用
ト

ラ
ッ
ク
）
は
カ
ラ
フ
ル
な
色

の
熱
帯
魚
の
水
槽
と
、
ア
ナ

ゴ
な
ど
近
海
魚
の
水
槽
が
積

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
ロ
ー

プ
も
設
置
さ
れ
て
い
て
顔
を

水
槽
に
く
っ
つ
け
て
食
い
入

る
よ
う
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

玄
関
前
の
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー

で
は
ウ
ニ
・
カ
ニ
・
ヒ
ト
デ
・

ナ
マ
コ
を
触
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
際
に
触
れ
て
ド

キ
ド
キ
す
る
人
、
ナ
マ
コ
を

握
り
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
人
な

ど
が
い
て
、
絶
え
間
な
く
笑

い
声
が
響
き
刺
激
の
あ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（
療
育
部

靍
田
）

五
月
十
六
日
（
水
）
、
病

棟
バ
ス
ハ
イ
ク
第
一
班
Ａ
コ
ー

ス
は
、
二
階
病
棟
の
皆
様
と

一
緒
に
お
台
場
か
ら
浅
草
ま

で
水
上
バ
ス
を
利
用
し
て
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト

で
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
犬
や
猫

を
見
て
癒
さ
れ
、
い
ざ
水
上

バ
ス
へ
。
こ
こ
は
日
本
か
な

と
思
う
ほ
ど
、
船
上
は
外
国

の
方
ば
か
り
・
・
・
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
建
設
中
の
様
子
や

東
京
の
街
を
眺
め
な
が
ら
、

お
茶
を
し
て
の
船
の
旅
と
な

り
ま
し
た
。
浅
草
で
も
異
国

の
人
た
ち
の
中
で
の
雷
門
を

バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
。
時
間

一
杯
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

（
二
階
西
病
棟

平
井
）

通所

入
園
式

パ
パ
、
マ
マ
と
一
緒
に

記
念
撮
影

（
乳
幼
児
通
所
入
園
式
に
て
）

かもめ
分教室

入
学
式

入学式にて記念撮影

通所

成
人
・
乳
幼
児
合
同
通
所
バ
ス
ハ
イ
ク

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
に
て

（
ア
ク
ア
パ
ー
ク
品
川
）

入所

移
動
水
族
館

触れ合いコーナー
（移動水族館）

入所

病
棟
バ
ス
ハ
イ
ク

水上バスから
（病棟バスハイク）



◇

原
爆
小
頭
症
の
歴
史
的
背
景
と
有

馬
正
高
名
誉
院
長
の
ご
功
績
に
つ
い
て

副
診
療
部
長

荒
井

康
裕

昭
和
四
十
一
年
夏
、
旧
厚
生
省
で
胎
内
被

曝
に
よ
る
小
頭
症
の
実
態
に
関
す
る
研
究
班

が
結
成
さ
れ
た
。
当
時
東
邦
大
学
小
児
科
助

教
授
で
あ
っ
た
有
馬
正
高
名
誉
院
長
は
班
員

の
一
人
と
し
て
広
島
・
長
崎
に
赴
き
、
原
爆

小
頭
症
患
者
の
診
察
を
担
当
さ
れ
た
。
当
時

十
六
名
の
胎
内
被
曝
者
の
臨
床
症
状
を
把
握

し
、
他
の
原
因
に
よ
る
小
頭
症
と
の
相
違
の

有
無
を
検
討
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。

当
時
、
小
頭
症
の
報
告
は
二
十
以
上
あ
っ

た
が
、
研
究
者
に
よ
っ
て
小
頭
の
定
義
は
ま

ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
有
馬
先
生
の
調
査
で
は

胎
内
被
曝
者
は
小
頭
症
、
知
的
障
害
に
加
え

皮
膚
の
色
素
沈
着
や
色
素
脱
失
所
見
が
特
徴

的
で
、
色
素
沈
着
は
数
㎜
か
ら
数
㎝
の
不
整

形
で
カ
フ
ェ
オ
レ
ス
ポ
ッ
ト
に
類
似
す
る
も

の
が
多
く
、
体
幹
の
胸
腹
部
に
多
く
認
め
ら

れ
た
。
有
馬
先
生
は
所
見
の
陽
性
率
も
参
考

に
原
爆
と
の
因
果
関
係
を
認
め
た
が
、
因
果

関
係
を
認
め
た
が
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
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ｔ
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報

告
書
で
は
こ
の
皮
膚
病
変
は
フ
ォ
ン
レ
ッ
ク

リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
病
に
起
因
す
る
と
し
て
い

た
。
有
馬
先
生
の
調
査
か
ら
こ
れ
は
明
ら
か

な
間
違
い
で
あ
り
、
先
生
は
さ
ら
に
被
爆
地

か
ら
八
〇
〇
～
一
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に

い
た
妊
婦
か
ら
は
知
的
障
害
を
伴
う
小
頭
症

の
出
生
の
確
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
明
ら
か

に
し
、
一
九
六
八
年
長
崎
医
学
会
雑
誌
に
臨

床
所
見
に
つ
い
て
報
告
を
さ
れ
た
。

こ
の
貴
重
な
報
告
が
原
爆
小
頭
症
の
診
断

基
準
と
な
り
家
族
会
（
き
の
こ
の
会
）
の
結

成
と
そ
の
後
の
補
償
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
に
な
っ
た
点
も
先
生
の
特
記
す
べ
き
ご
功

績
で
あ
る
。

原
爆
小
頭
症
へ
の
想
い

名
誉
院
長

有
馬

正
高

一
九
四
五
年
八
月
初
旬
、
米
軍
の
爆
撃
機

に
よ
り
広
島
市
、
つ
い
で
長
崎
市
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
た
時
、
私
は
海
軍
兵
学
校
予

科
生
徒
と
し
て
山
口
県
防
府
市
に
い
た
。
詳

細
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
広
島
、
つ
い

で
長
崎
に
新
型
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
た
。

◇

終
戦
後

八
月
十
五
日
、
天
皇
の
重
大
報
道
が
あ
る

と
さ
れ
、
全
校
生
徒
が
持
場
で
そ
れ
を
聞
い

た
が
、
よ
く
聞
き
取
れ
ず
、
夕
方
に
な
っ
て

日
本
が
無
条
件
降
伏
だ
と
口
づ
て
に
聞
い
た
。

兵
学
校
は
即
刻
解
散
と
な
り
、
四
千
人
の
生

徒
は
一
斉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
鉄
道
で
帰

り
、
私
は
鹿
児
島
市
の
自
宅
に
辿
り
着
い
た
。

鹿
児
島
市
は
城
山
の
途
中
ま
で
焼
け
野
原

で
あ
っ
た
が
、
鹿
児
島
駅
で
広
島
市
は
核
を

使
っ
た
原
爆
に
よ
り
も
っ
と
ひ
ど
い
状
態
だ

と
聞
い
た
。

戦
争
は
終
わ
っ
た
が
、
日
本
は
占
領
さ
れ
、

そ
の
後
時
々
、
広
島
市
、
長
崎
市
が
焼
け
野

原
の
ま
ま
で
高
濃
度
の
放
射
能
の
た
め
、
人

間
は
当
分
住
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と

報
道
さ
れ
て
い
た
。

◇

原
爆
小
頭
症

原
爆
に
よ
り
知
的
障
害
を
伴
う
小
頭
症
が

高
率
に
生
ま
れ
た
事
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
私
は
厚
生
省
の
研
究
と
し
て
小
頭
症

患
者
の
診
察
・
調
査
を
行
い
、
原
爆
に
由
来

す
る
小
頭
症
は
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
と
は

異
な
る
特
徴
が
あ
る
と
確
信
し
、
結
果
を
昭

和
四
十
三
年
の
「
長
崎
医
学
」
に
報
告
し
た
。

毎
年
夏
に
な
る
と
あ
の
小
頭
症
の
子
た
ち

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

最
近
、
荒
井
康
裕
先
生
が
日
本
経
済
新
聞

の
電
子
版
で
「
胎
内
で
被
爆
、
古
希
の
祝
い
、

広
島
の
小
頭
症
患
者
九
人
」
と
い
う
見
出
し

を
読
み
、
あ
ら
た
め
て
原
爆
小
頭
症
に
つ
い

て
私
の
思
い
出
を
含
め
て
、
わ
か
草
に
掲
載

し
た
い
と
の
お
申
し
出
が
あ
り
あ
り
が
た
く

お
受
け
し
た
次
第
で
あ
る
。

【

こ
と
ば

】

原
爆
小
頭
症

母
親
の
胎
内
で
被
爆
し
、
強
力
な
放
射
線

を
浴
び
た
こ
と
が
原
因
で
発
症
す
る
原
爆
後

障
害
の
ひ
と
つ
。
「
小
頭
症
」
の
症
名
の
と

お
り
、
頭
囲
が
小
さ
い
の
が
特
徴
で
、
ほ
と

ん
ど
が
知
能
と
身
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
。

原
爆
小
頭
症
の
被
爆
者
た
ち
は
、
母
親
の

胎
内
で
直
接
被
爆
し
た
「
最
も
若
い
被
爆
者
」
。

二
〇
一
七
年
三
月
末
現
在
、
厚
生
労
働
省

が
認
定
し
て
い
る
原
爆
小
頭
症
の
被
爆
者
は

全
国
に
十
八
名

（
引
用:
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k
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）

原
爆
小
頭
症
へ
の
想
い

名
誉
院
長

有
馬

正
高

副
診
療
部
長

荒
井

康
裕

有馬 正高
名誉院長



五
月
三
十
一
日
（
木
）
か
ら
六
月
二
日
（
土
）

に
か
け
て
「
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
発

達
に
寄
り
添
う
小
児
神
経
学
」
と
題
し
て
日
本

小
児
神
経
学
会
が
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

（
千
葉
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
か
ら
は
山
本
医
師
に
よ
り
新
規
遺
伝
子

変
異
を
認
め
た
症
例
報
告
お
よ
び
本
澤
医
師
に

よ
り
院
内
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
の
役
割
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
新
た
な
補
充
療
法
、
遺
伝
子
治
療
さ

ら
に
は
再
生
医
療
が
進
歩
す
る
中
で
当
院
利
用

者
に
何
が
ど
の
よ
う
に
還
元
で
き
る
の
か
考
え

さ
せ
ら
れ
た
三
日
間
で
あ
り
ま
し
た
。

（
副
診
療
部
長

荒
井
）

第
六
〇
回
日
本
小
児
神
経
学
会
学
術
集
会

（
千
葉
県
・
千
葉
市
）

五
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
兵
庫
県
神

戸
市
で
、
平
成
三
十
年
度
全
国
施
設
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
院
長
、
事
務
長
、
生
活
支
援

科
長
の
三
名
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
開
催
県
を
代
表
し
て
「
に

こ
に
こ
ハ
ウ
ス
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
川

﨑
洋
子
施
設
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
金
澤

和
夫
兵
庫
県
副
知
事
、
久
元
喜
造
神
戸
市
長

の
来
賓
挨
拶
、
木
実
谷
哲
史
協
会
理
事
長
の

主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
労
省
の
刀
根

暁
障
害
福
祉

専
門
官
か
ら
「
障
害
者
支
援
施
策
の
動
向
」

に
つ
い
て
、
今
年
度
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
改
定
や
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体

制
な
ど
に
つ
い
て
行
政
説
明
が
あ
り
、
引
き

続
き
、
「
ベ
ル
デ
さ
か
い
」
の
児
玉
和
夫
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
『
療
養
介
護
と
重
症
心
身
障

害
施
設
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
児
玉
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
の

制
度
改
正
の
経
過
を
踏
ま
え
、
「
今
日
の
超

重
症
児
の
受
入
れ
や
地
域
で
の
在
宅
支
援
の

状
況
な
ど
を
考
え
る
と
、
最
早
、
重
症
心
身

障
害
施
設
が
一
番
の
主
役
と
い
う
時
代
で
は

な
い
」
と
話
さ
れ
、
ま
た
「
ど
ん
な
に
障
害

が
重
く
て
も
支
援
の
仕
方
次
第
で
様
々
な
活

動
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
に

立
っ
て
、
療
養
介
護
の
方
向
を
見
据
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
」
と
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
「
重
症
心
身
障
害
児
者
が

社
会
で
豊
か
に
く
ら
す
た
め
の
支
援
の
進
化
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
ボ

バ
ー
ス
記
念
病
院
の
荒
井
洋
院
長
、
東
大
和

養
育
セ
ン
タ
ー
の
曽
根
翠
小
児
科
医
長
、
恵

の
聖
母
の
家
の
佐
藤
圭
右
施
設
長
、
に
こ
に

こ
ハ
ウ
ス
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
河
﨑
洋
子

施
設
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
琵
琶
湖
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
パ
イ
ト
の
熊
田
知
浩
理
事
長
、
は
な
ち
ゃ

ん
薬
局
の
山
岡
玄
馬
薬
剤
師
の
六
名
の
パ
ネ

ラ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
実
践
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々

な
活
動
を
知
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
協
議
会
に
参
加
し
て
、
施
設
の
あ

り
方
や
在
宅
（
地
域
）
支
援
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
紹
介
さ
れ

た
よ
う
に
、
地
域
で
は
様
々
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
役
割
も
、
地
域
と

の
関
係
の
中
で
柔
軟
に
対
応
し
、
利
用
者
本

位
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

（
事
務
長

水
野
）

日
本
重
症
心
身
障
害
福
祉
協
会

全
国
施
設
協
議
会
報
告

（
兵
庫
県
・
神
戸
市
）

シンポジウムのようす

（兵庫県・神戸市）

六
月
三
十
日
、
七
月
一
日
の
二
日
間
、
大

阪
市
で
開
催
さ
れ
、
千
二
百
名
が
参
加
し
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
渡
邊
経
営
企
画
係
長
、
大

野
保
育
士
主
査
と
私
の
三
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

一
日
目
は
厚
生
労
働
省
障
害
・
発
達
障
害

者
支
援
室
長
補
佐
か
ら
の
行
政
説
明
の
後
、

四
つ
の
分
科
会
で
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
大
野
主
査
と
私
は
重
症
児
施

設
部
会
で
行
政
官
の
説
明
の
あ
と
、
船
戸
正

久
先
生
の
看
取
り
を
め
ぐ
る
話
題
、
渡
邊
係

長
は
在
宅
部
会
で
末
光
茂
先
生
の
生
涯
学
習

の
話
題
を
聴
講
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は｢

み
ん
な
で
語
ろ
う｣

の
中
で
保

護
者
の
方
々
の
思
い
を
う
か
が
っ
た
後
、
式

典
が
行
わ
れ
要
望
書
の
内
容
を
確
認
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

(

院
長

加
我)

平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
～
二
十
二
日
、

大
会
長
廣
瀬
伸
一
教
授
（
福
岡
大
学
小
児
科
）

の
も
と
第
一
二
一
回
日
本
小
児
科
学
会
が
福

岡
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
そ
の
子
ど
も
の
し
あ
わ

せ
の
た
め
に
」
と
い
う
会
頭
講
演
に
続
き
、

多
数
の
一
般
演
題
は
も
ち
ろ
ん
、
分
子
生
物

学
の
発
展
と
臨
床
応
用
な
ど
先
進
的
話
題
に

加
え
て
小
児
科
医
の
教
育
、
医
療
体
制
、
在

宅
医
療
、
周
産
期
脳
障
害
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
移
行
期
医
療
、
救
急
、
感
染
症
か

ら
心
理
要
因
に
よ
る
疾
患
ま
で
、
三
十
二
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
三
十
二
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー

の
他
、
国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
る

大
規
模
な
大
会
で
、
ど
の
会
場
で
聴
講
す
る

か
迷
う
ほ
ど
の
規
模
と
内
容
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
臨
床
と
そ
れ
を
支

え
る
研
究
を
大
切
に
考
え
る
廣
瀬
先
生
の
パ

ワ
ー
と
ハ
ー
ト
が
感
じ
ら
れ
る
小
児
科
の
祭

典
で
し
た
。

（
院
長

加
我
）

第
一
二
一
回
日
本
小
児
科
学
会
学
術
集
会

（
福
岡
県
・
福
岡
市
）

第
五
十
五
回

重
症
心
身
障
害
児(

者)

を

守
る
全
国
大
会

（
大
阪
府
・
大
阪
市
）

会場のようす
（大阪府・大阪市）



平
成
三
十
年
四
月
十
七
日

（
火
）
婦
人
科
医
と
し
て
、
国

内
外
で
ご
活
躍
中
の
竹
内
先
生

に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
お
け
る
内
分
泌
機
能
と
解

剖
学
の
基
礎
か
ら
始
め
、
当
セ

ン
タ
ー
の
診
療
で
出
会
う
こ
と

の
多
い
症
状
や
疾
患
の
診
断
と

治
療
を
中
心
に
懇
切
丁
寧
な
講

義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
ど
も

た
ち
の
命
を
守
り
、
育
む
た
め

の
数
多
く
の
発
展
途
上
国
支
援

や
養
子
縁
組
に
つ
い
て
も
お
話

し
て
く
だ
さ
り
一
同
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

（
院
長

加
我
）

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日

（
火
）
順
天
堂
東
京
江
東
高
齢

者
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
科

長/

医
学
部
准
教
授
の
梁
広
石

先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
人
口
の
〇
・

五
％
も
の
人
に
発
症
し
、
痛
み

や
関
節
の
変
形
で
生
活
へ
の
支

障
が
大
き
い
疾
患
で
す
が
、
病

態
に
つ
い
て
最
新
の
知
見
を
考

慮
し
つ
つ
、
新
旧
の
薬
剤
を
選

択
・
駆
使
し
て
早
期
か
ら
骨
の

炎
症
破
壊
を
抑
え
る
治
療
の
有

効
性
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
病
気
の
根
絶
に
向
け
て

の
希
望
が
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら

し
い
ご
講
演
で
し
た
。

（
院
長

加
我
）

第
十
九
回

医
局
講
演
会

「
障
害
児
・
者
の
婦
人
科
診
療
」

講
師

竹
内

正
人

先
生

第
二
十
回

医
局
講
演
会

「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
態
・
診
断
・
治
療
」

講
師

梁

広
石

先
生

講師の竹内 正人先生

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
、

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
神
経
研
究
所
疾
病

研
究
第
二
部
室
長
伊
藤
雅
之

先
生
を
お
迎
え
し
て
「
有
馬

症
候
群
遺
伝
子
も
の
が
た
り
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
医
局
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
有
馬
症
候
群
」
は
有
馬

正
高
名
誉
院
長
が
一
九
七
一

年
「
脳
と
発
達
」
誌
に
特
異

的
な
臨
床
症
候
（
重
度
知
的

障
害
、
特
徴
的
な
顔
貌
、
視

覚
障
害
、
進
行
性
腎
機
能
障

害
を
有
す
る
常
染
色
体
劣
性

遺
伝
性
疾
患
と
し
て
世
界
で

初
め
て
報
告
な
さ
っ
た
稀
な

疾
患
で
す
。

伊
藤
先
生
は
有
馬
先
生
か

ら
の
ご
指
示
と
依
頼
を
受
け
、

繊
毛
の
機
能
異
常
疾
患
と
し

て
の
研
究
を
進
め
、
分
子
遺

伝
学
的
解
析
を
行
い
有
馬
症

候
群
に
共
通
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｐ
２

９
０
遺
伝
子
異
常
を
明
ら
か

に
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
岩
崎
裕
治
副

院
長
や
井
手
秀
平
医
長
（
現

北
療
育
セ
ン
タ
ー
城
南
分

園
長
）
ら
と
共
に
二
〇
一
八

年
日
本
小
児
神
経
学
会
英
文

機
関
誌
Ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

＆

Ｄ

ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
誌

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

有
馬
先
生
の
優
れ
た
臨
床

の
眼
と
洞
察
力
に
よ
り
疾
患

単
位
を
確
立
さ
れ
た
こ
と
は

特
記
す
べ
き
こ
と
で
、
ご
講

演
の
記
念
に
有
馬
先
生
と
伊

藤
先
生
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を

撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
院
長

加
我
）

第
二
十
一
回

医
局
講
演
会

「
有
馬
症
候
群
遺
伝
子
も
の
が
た
り
」

講
師

伊
藤

雅
之

先
生

有
馬

正
高
名
誉
院
長
（
左
）

と
講
師
の
伊
藤

雅
之
先
生(

右
）

講師の梁 広石先生

～ 給食の紹介（栄養科） ～

<< 簡単ロールケーキ >>

鶏卵白 3個
鶏卵黄 3個
小麦粉 45g
サラダ油 10ml
牛乳 20ml
生クリーム（高脂肪） 120ml
砂糖 77g
ラム酒 5ml

【事前に準備しておくこと】 ◇「27cm×27cm型」にクッキングシートをひいておく ◇ オーブンを温めておく
① 巻き込む生ｸﾘｰﾑを用意しておく(ﾌﾙｰﾂ等を加える)
② 「卵白3個分+砂糖35g」をﾊﾝﾄﾞﾐｷｻｰで硬いﾒﾚﾝｹﾞを作る。
③ 「卵黄3個分+砂糖30g」を合わせて、ﾊﾝﾄﾐｷｻｰで少し白くなるまで泡立てる。続けて、ｻﾗﾀﾞ油・牛乳を加えて小麦粉を加えて

十分に混ぜる。
④ ③にﾒﾚﾝｹﾞ1/3量を加え、ﾐｷｼﾝｸﾞする。（ここまでは、ﾊﾝﾄﾞﾐｷｻｰで行ってよい）
⑤ ④に、残った2/3量の①を加え、ｺﾞﾑﾍﾞﾗで混ぜる。ﾎﾞｰﾙを回しながらｺﾞﾑﾍﾞﾗを縦に切るように使い、ﾒﾚﾝｹﾞを潰さないよう注意。
⑥ ｸｯｷﾝｸﾞｼｰﾄを敷いた「27㎝×27㎝型」に⑤を流し、表面を平らにしてｵｰﾌﾞﾝで焼く。（加熱 205度・11分）
⑦ ⑥ｽﾎﾟﾝｼﾞが焼けたら、ｼｰﾄを取り除き、別のｼｰﾄの上に乗せてまだやや温かいうちにｸﾘｰﾑを巻き込む。
＊コツ：ｽﾎﾟﾝｼﾞは冷えると巻き込みが出来ません。弾力のある少し温かいうちに巻いて下さい。ｼｰﾄを上に引っ張るようにすると

重力できれいに巻けます。
⑧ 冷蔵庫で少し冷やして、お召し上がり下さい。

作
り
方

材
料
（1

人
前
）

美味しいお菓子はこころを豊かにしてくれます。
家族皆が安心して食べられる、ふわふわﾛｰﾙｹｰｷの作り方をご
紹介します。



五
月
十
五
日
（
火
）
に
「
看
護
の
日
」
の

イ
ベ
ン
ト
を
南
砂
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
で
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
と
し
て
は
、
血
圧
測
定
、

脈
圧
測
定
、
酸
素
飽
和
度
測
定
等
の
健
康
度

測
定
や
看
護
相
談
、
栄
養
相
談
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
様
や
ご
家

族
の
応
援
も
あ
り
、
健
康
度
測
定
や
健
康
相

談
に
六
十
六
名
と
い
う
多
く
の
地
域
の
方
々

に
参
加
頂
き
、
大
盛
況
の
内
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

二
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
当

セ
ン
タ
ー
の
運
営
理
念
で
も
あ
る
「
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
共
に
支
え
あ
う
地

域
作
り
」
の
た
め
の
活
動
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
二
階
西
病
棟

吉
田
）

五
月
の
四
日
間
で
延
長
療
育
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
延
長
療
育
当
日
は
、
予
定
し
て
い
た
利
用
者

様
が
欠
席
し
、
人
数
の
少
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

人
数
が
少
な
い
日
は
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
に
行

き
、
音
と
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
三
～
四
名
が
参

加
し
た
日
に
は
、
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
風

船
ゲ
ー
ム
」
等
を
皆
で
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

帰
り
は
、
日
が
落
ち
て
暗
い
中
で
の
バ
ス
の
送

迎
で
、
い
つ
も
と
違
う
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
帰

宅
し
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
延
長
療
育
に
な

り
ま
し
た
。

（
通
所

延
長
療
育
担
当
）

通
所
延
長
療
育

看
護
の
日

地域
「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
す

（
ス
ナ
モ
南
砂
町
）

通所

平
成
三
十
年
六
月
十
日
（
日
）
の
十
四
時

か
ら
成
人
通
所
の
デ
イ
ル
ー
ム
で
和
太
鼓
演

奏
会
が
あ
り
ま
し
た
。
河
乃
裕
希
と
和
太
鼓

「
飛
翔
：
ひ
し
ょ
う
」
「
飛
響
：
ひ
び
き
」

の
方
た
ち
総
勢
十
四
名
の
合
同
演
奏
で
し
た
。

十
三
時
四
十
分
過
ぎ
か
ら
、
多
く
の
保
護
者

の
皆
様
や
職
員
が
利
用
者
の
方
々
の
車
椅
子

を
押
し
て
会
場
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
一

番
前
で
聞
い
て
い
た
利
用
者
の
方
は
、
最
初

の
大
太
鼓
の
一
撃
で
両
手
両
足
を
同
時
に
ぴ

く
つ
か
せ
、
大
き
く
目
を
見
開
い
て
い
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
演
奏
、
ソ
ロ
演
奏
、
小
太
鼓

の
演
奏
等
太
鼓
の
大
き
な
音
や
心
地
良
い
響

き
が
腹
に
染
み
渡
る
よ
う
な
演
奏
会
で
し
た
。

四
曲
、
三
十
分
が
限
界
と
の
事
で
し
た
が
、

ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
療
育
部

靏
田
）

通所

和
太
鼓
演
奏
会

和太鼓演奏会のようす
（通所）

五
月
二
十
六
日
に
、
か
も
め
分
教
室

小
学
部
の
運
動
会
が
本
校
体
育
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
、
先
生
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
か
ら
の
温
か
く
て
大

き
な
声
援
の
な
か
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
九
日
に
は
、
中
等
部
と
高
等
部
の

合
同
で
第
三
十
二
回

体
育
祭
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
体
育
祭
で
は
、
本
校
の
み

ん
な
と
に
ぎ
や
か
に
踊
り
ま
し
た
。

（
療
育
部
）

かもめ
分教室

運
動
会
＆
体
育
祭

みんなで記念撮影

（小学部運動会にて）

六
月
二
十
七
日
に
日
本
重
症
心
身
障

害
福
祉
協
会
の
永
年
勤
続
者
十
三
名
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
庶
務
係
）

勤
続
十
年
表
彰

加我院長（前列中央）と

表彰対象者の皆さん



東
部
あ
れ
こ
れ

四
月
か
ら
六
月
の
話
題
で

す
。

【

四

月

】

今
年
は
季
節
の
移
行
が
速

く
、
夏
を
思
わ
せ
る
気
候
の

中
で
、
新
し
い
通
所
者
や
新

入
職
員
を
受
け
入
れ
て
新
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

か
も
め
分
教
室
で
も
、
昨

年
度
小
学
部
、
中
学
部
を
卒

業
し
た
児
童
・
生
徒
は
そ
れ

ぞ
れ
中
学
部
、
高
等
部
へ
入

学
し
た
ほ
か
、
他
の
学
齢
児

は
皆
、
一
つ
ず
つ
進
級
し
、

新
し
い
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。二

十
八
日
、
恒
例
と
な
っ

た
葛
西
臨
海
水
族
園
の
移
動

水
族
館
が
今
年
も
海
の
香
り

を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

【

五

月

】

五
月
に
入
っ
て
更
に
真
夏

の
よ
う
な
陽
気
が
続
き
ま
し

た
が
、
入
所
者
は
皆
元
気
で
、

こ
ど
も
の
日
は
、
ち
ら
し
寿

司
と
鯉
の
ぼ
り
ケ
ー
キ
で
祝

い
ま
し
た
。

ま
た
五
月
か
ら
は
、
病
棟

の
バ
ス
ハ
イ
ク
や
通
所
の
遠

足
、
延
長
療
育
な
ど
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
習
生
の
受
入
れ
も
始
ま

り
、
医
師
や
歯
科
衛
生
士
、

言
語
聴
覚
士
を
目
指
す
学
生

が
真
剣
に
学
ん
で
い
か
れ
ま

し
た
。

【

六

月

】

梅
雨
入
り
し
、
雨
模
様
の

日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
外
出
等
の
活
動
も
予
定

通
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。十

日
の
和
太
鼓
演
奏
会
で

は
、
身
体
に
響
く
太
鼓
の
音

に
、
驚
き
と
感
動
を
味
わ
い

ま
し
た
。

好
評
の
お
楽
し
み
企
画
ラ

ン
チ
「
ど
っ
ち
の
料
理
？
」

は
皆
の
人
気
投
票
で
料
理
が

決
ま
り
ま
す
。
先
月
は
牛
肉

ど
真
ん
中
弁
当
が
ス
テ
ー
キ

に
勝
ち
ま
し
た
が
、
今
月
は

チ
キ
ン
南
蛮
対
チ
ー
ズ
ダ
ッ

カ
ル
ビ
で
、
チ
ー
ズ
ダ
ッ
カ

ル
ビ
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
皆
で
仲
良
く

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
か
も
め
分
教

室
芸
術
鑑
賞
会
で
は
、
学
齢

児
以
外
の
利
用
者
も
参
加
し

て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー

ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
音
楽
を
堪
能
し

ま
し
た
。

梅
雨
時
の
通
勤
の
道
す
が
ら
紫
陽
花
の
青

紫
が
と
て
も
綺
麗
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
で
疲
れ
た
と
き
に
は
、
中
庭
の
紫
陽
花

を
ご
覧
に
な
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
六
月
二
十
九
日

に
梅
雨
が
明
け
ま
し
た
。

体
調
を
整
え
、
暑
さ
に
負

け
な
い
よ
う
に
夏
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。

←これまでのわか草をご覧
になりたい方はこちらから
どうぞ

【

編
集
後
記

】

四
月
か
ら
、
薬
剤
検
査
科

長
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
舩
津
で

す
。
時
の
流
れ
は
速
く
、
も

た
も
た
し
て
い
る
う
ち
に
、

も
う
三
ヶ
月
た
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
急
性
期
の
病
院
ば

か
り
を
渡
り
歩
い
て
い
ま
し

た
の
で
、
今
回
こ
の
セ
ン
タ
ー

で
は
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

ば
か
り
で
す
。
変
な
質
問
を

し
て
し
ま
っ
て
も
ど
う
か
お

許
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
文
章
が
掲
載

さ
れ
る
こ
ろ
は
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
了
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
日
本
代
表
の
活
躍
に

は
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
々

の
努
力
の
大
切
さ
や
チ
ー
ム

の
一
体
感
、
今
後
の
代
表
の

育
成
等
を
考
え
る
と
、
ど
こ

の
世
界
で
も
同
じ
だ
な
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

チ
ー
ム
東
部
療
育
の
一
員

に
な
れ
る
よ
う
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
新
人
紹
介
》薬

剤
検
査
科
長

舩
津

久
美
さ
ん

療
育
部
事
務
室
は
四
階
の

中
央
部
、
診
療
部
長
室
と
副

院
長
室
の
間
に
あ
り
ま
す
。

事
務
室
前
の
掲
示
板
に
は
、

「
感
染
情
報
」
「
Ｒ
Ｃ
Ｔ
」

通
信
、
「
床
ず
れ
と
こ
ち
ゃ

ん
」
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
「
研
修
案
内
」

や
最
新
の
看
護
・
福
祉
関
係

雑
誌
情
報
と
満
載
に
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
登
庁
、

退
庁
時
に
じ
っ
と
見
つ
め
る

職
員
が
い
ま
す
。
様
々
な
情

報
の
発
信
基
地
で
も
あ
り
ま

す
。事

務
室
内
に
は
療
育
部
長
、

看
護
科
長
、
生
活
支
援
科
長
、

研
修
教
育
担
当
師
長
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
看
護
主
査

が
い
ま
す
が
、
療
育
部
全
体

で
は
一
五
〇
名
以
上
の
職
員

が
い
ま
す
。
日
夜
二
十
四
時

間
切
れ
目
な
く
医
療
ケ
ア
と

生
活
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

利
用
者
の
生
活
の
安
全
と
質

の
向
上
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

全
て
の
利
用
者
の
方
々
に

健
や
か
に
「
生
き
て
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
療
育

部
一
同
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。

（
療
育
部
）

部門
紹介

療
育
部

事
務
室

療
育
部
事
務
室
の
皆
さ
ん

（
左
か
ら
前
段:

靍
田
生
活
支
援

科
長
、
藤
野
療
育
部
長
、
山
田

看
護
科
長
、
後
段:

清
水
研
修
教

育
担
当
師
長
、
田
中
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
看
護
主
査
）

芸術鑑賞会のようす


